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Study on the Framework for Evaluating the Effectiveness of STEAM Education Exercises 

 in Teacher Training Programs 
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教職課程における「STEAM教育演習」の学修効果を検証するためのフレームワークを検討

した。「STEAM教育演習」受講生の「STEAM教育の実践に必要な資質能力」8項目は事前事後

で比較し，受講後の感想（自由記述）はテキストマイニングと生成AIによる要約に基づいて整

理した。その結果，自由記述には学習者としての学びと教師としての学びの両者が含まれてお

り，特に前者を学修効果検証のための質問項目に追加する必要のあることが示唆された。 
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1. はじめに 

これからの初等中等教育においてSTEAM 教育は

必要であり，そのために教員養成機関において

STEAM教育を指導できる教員の養成が求められて

いる（中央教育審議会 2021）。兵庫教育大学では，

STEAM教育を指導できる教員の養成を目指して，

「STEAM教育概論」と「STEAM教育演習」という

STEAM教育科目の開発と試行実践に取り組んでい

る（永田他 2022，2023，2024）。このうち「STEAM
教育演習」は，小中高でSTEAM教育を経験したこと

がない大学生が，学習者として探究や創造を中心と

するプロジェクト学習を経験し，その上で自らの経

験を振り返りSTEAM教育における教師の在り方等

について考察するという内容構成になっている。こ

れまで「STEAM教育演習」の学修効果検証は，

「STEAM教育の実践に必要な資質能力」として設定

した以下の8項目の自己評価を中心に行ってきた。 
 
1.STEAM教育の考え方について理解すること 
2.教科横断的なテーマを設定すること 
3.文理融合させたテーマを設定すること 
4.実社会での課題解決に生かせるテーマを設定す

ること 
5.探究/創造を中心としたPBLを展開すること 
6.PBLをファシリテートすること 
7.異なる専門性を持った同僚教師と協働すること 
8.企業や地域と連携すること 

この8項目は教師としての学びに関する項目とな

っている。しかし，前述した通り「STEAM教育演習」

の前半は，学習者の立場でのプロジェクト学習の経

験である。2023年度は，「STEAM教育演習」におい

て，受講生が適切にデザイン思考を働かせたかどう

かを把握するための尺度（尾花他 2024）を用いて調

査を行った。これ以外にも学習者としての学びを測

定するための項目があると考えられる。そこで

「STEAM教育演習」の学修効果を検証するためのフ

レームワークを検討することを本研究の目的とする。 

2. 方法 

2024年度の「STEAM教育演習」を受講した学生67
名に，事前事後アンケートを実施した。「STEAM教

育の実践に必要な資質能力」8項目は事前事後ともに

回答した60名分を分析対象とした。授業の前後の水

準の変化について，ウィルコクソンの符号付き順位

検定を行った。 
授業後の67名分の自由記述については，まずテキ

ストマイニングで共起ネットワークを作成した。ネ

ットワークグループごとのキーワードに即して，生

成AIで要約を生成した。それらを参考に自由記述の

内容を精査し、協議しながら項目案を作成した。 
なお，全ての受講生は「STEAM教育演習」の前に，

「STEAM教育概論」の試行的授業(3時間分)を受講

していた。 
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3. 結果 

3.1. 事前事後比較 

2024年度の「STEAM教育演習」前後の「STEAM
教育の実践に必要な資質能力」8項目を比較したとこ

ろ，「2.教科横断的なテーマを設定すること」（p 
= .065）と「8.企業や地域と連携すること」（p = .089）
の2項目のみにおいて水準の伸びが有意傾向を示し

た。これは，「STEAM教育概論」の学修によって、

「STEAM教育演習」の事前調査段階で，既に各項目

の平均値が高い水準になっていたためと考えられる。

したがって，8項目だけでは「STEAM教育演習」に

よる学修効果を把握しきれないことが示唆された。 
 

3.2. 自由記述に基づいた学修効果の検討 

次に，自由記述をテキストマイニングにかけ，共起

ネットワークを作成した（図1）。  

図1 受講生の自由記述から作成した共起ネット

ワーク 

 
共起ネットワークに示されたキーワードに即して，

受講生の自由記述を生成AIで要約し，さらにその要

約や元の自由記述を参考に以下の9項目を作成した。 
① 解決策を提案すること 

② 課題解決の難しさと楽しさを感じること 

③ テクノロジーを実践的に活用すること 

④ グループで協働すること  

⑤ 生活や社会の課題解決に役立つと感じること 

⑥ STEAM教育に触れる機会であったこと 
⑦ 子どもたちとのかかわりを考えること 
⑧ 将来教員になったときに生かそうと思うこと 
⑨ 教育現場でのSTEAM教育を考えること 

①～⑤は学習者としての学び，⑥は単純な事実，⑦

～⑨は教師としての学びに関することと解釈できる。

このことから，受講生は，教師としての学びだけでは

なく，学習者としても学んでいたことが推察された。

特に，①～⑤については，学修効果検証の質問項目に

追加することが必要と考えられる。 

4. まとめと今後の課題 

「STEAM教育演習」の学修効果を検証するための

フレームワークを検討するため，受講生の自己評価

と自由記述から分析を行った。自由記述には学習者

としての学びと教師としての学びに関する内容が含

まれていることがわかった。今後，学習者の学びに関

する項目はさらに精査し，「STEAM教育演習」の学

修効果を適切に検証したい。 
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